
●
２
０
１
４
年 

公
益
財
団
法
人
と
し
て
今
年
も
み
な
さ
ま
と
一
緒
に
賃
貸
住
宅
の
居
住
環
境
向
上
へ
努
め
ま
す
。

管
理
業
の
存
在
感
増
す

　

近
畿
の
6
支
部
が
集
ま
っ
て

「
近
畿
ブ
ロッ
ク
」と
し
て
約
3

年
が
経
過
。そ
の
間
、国
や
地

元
、ま
た
、民
間
も
加
わ
っ
て
賃

貸
住
宅
管
理
業
界
へ
の
期
待

も
高
ま
り
、そ
れ
に
応
え
、交

流
や
発
信
の
中
で
業
界
は
存

在
感
を
増
し
て
い
ま
す
。

　

6
月
16
日
に
本
部（
東
京
）

で
会
員
総
会
。そ
の
前
の
5
月

に
は
近
畿
6
支
部
の
総
会
が

順
次
開
か
れ
ま
し
た
。各
支
部

長
が
今
年
度
の
活
動
方
針
を

発
表
。日
管
協
全
体
で
推
進
中

の「
日
管
協
ビ
ジ
ョ
ン
」の
継
続

を
踏
ま
え
、各
支
部
が
独
自
の

企
画
を
加
え
て
臨
み
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、行
政
や
社
会

か
ら
広
く
認
知
さ
れ
る
キ
メ
細

か
い
事
業
の
推
進
へ
の
努
力
で

す
。そ
の
中
で
加
速
が
必
要
な

の
は
法
制
化
へつ
な
が
る
賃
貸

住
宅
管
理
業
者
登
録
制
度
へ

の
加
入
増
で
今
年
度
も
支
部

共
通
の
認
識
で
す
。ま
た
、人

が
多
く
集
ま
る「
オ
ー
ナ
ー
セ

ミ
ナ
ー
」の
実
施
や
相
続
支
援

研
究
会
の
活
動
、自
治
体
と
の

信
頼
関
係
の
継
続
、業
界
で
働

く
人
へ
の
応
援
を
果
た
す〝
成

果
発
表
大
会
〞の
実
施
。そ
れ

を
推
し
進
め
る
た
め
に
各
支
部

は
社
会
全
体
に
向
け
て
日
管

協
活
動
を
幅
広
く
広
報
し
、情

報
発
信
への
重
要
さ
を
共
通
認

識
し
て
い
ま
す
。つ
ま
り
、今
年

度
か
ら
さ
ら
に
業
界
内
で
の
ス

キ
ル
の
充
実
を
図
り
、一般
社
会
、

行
政
な
ど
へ
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
力
を
強
め
て
行
く
方
向
で
す
。

こ
れ
は
各
総
会
か
ら
も
十
分

に
伝
わ
って
き
ま
し
た
。

日
管
協　
近
畿
ブ
ロッ
ク
6
支
部
の
今
年
の
活
動
方
向

目
標
は〝
会
員
増
〞で
一
致

　

相
続
税
、消
費
税
、建
築
費
高
騰
な
ど
次
々
と
難
題
を
ク
リ

ア
し
つ
つ
前
進
す
る
日
管
協
の
会
員
。近
畿
ブ
ロ
ッ
ク（
大
阪
、

京
都
、兵
庫
、滋
賀
、和
歌
山
、奈
良
）の
各
支
部
は
新
年
度
に

向
っ
て〝
会
員
増
〞を
第
一の
基
本
目
標
に
、そ
の
た
め
に
何
を

し
、発
信
し
て
い
く
の
か
を
総
会
で
発
表
し
、地
域
に
合
っ
た
注

目
度
を
上
げ
る
新
し
い
企
画
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

 充実 

 組織力 

 アップ
と 

　
「
今
年
度
も
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク

6
支
部
は
管
理
業
の
確
立
の

た
め
地
道
な
活
動
を
続
け
て

い
き
ま
す
。会
員
が
研
修
や
セ

ミ
ナ
ー
に
熱
心
に
出
席
す
る
な

ど
の
積
み
重
ね
が
組
織
や
企
業

の
向
上
に
つ
な
が
り
、会
員
増

加
へ
と
波
及
。〝
業
〞を
確
立
し

て
順
調
な
成
績
を
あ
げ
て
い
る

企
業
に
注
目
し
、学
び
、交
流

す
る
こ
と
で
全
体
が
上
昇
。小

さ
な
努
力
の
積
み
重
ね
を
通

じ
て
時
代
が
求
め
る
管
理
業

の
第
二
の
ハ
ー
ド
ル
を
越
え
ま

し
ょ
う
。高
度
な
倫
理
に
基
い

た
専
門
的
な
業
務
の
確
立
へ
、

今
年
度
か
ら
さ
ら
に
積
極
性

が
求
め
ら
れ
ま
す
。登
録
制
度

の
普
及
促
進
が
重
要
で
す
」。

　

6
月
16
日（
月
）に

開
催
さ
れ
る
日
管
協

の
総
会
。そ
こ
で
新
年

度
の
活
動
方
針
が
発

表
さ
れ
ま
す
。そ
れ

を
前
に
行
わ
れ
た
第

1
回
全
国
支
部
長
会

議
の
中
で
新
年
度
の

重
点
活
動
が
明
ら
か

に
さ
れ
ま
し
た
。そ
れ

に
よ
る
と
、す
で
に

「
日
管
協
ビ
ジ
ョン
」に

も
示
さ
れ
て
い
る『
賃

貸
住
宅
管
理
業
者
登

録
制
度
』の
法
制
化
と『
賃
貸

不
動
産
経
営
管
理
士
』の
国

家
資
格
化
。ま
た
、「
コ
ン
プ
ラ

イ
ア
ン
ス
遵
守
の
推
進
」「
個

人
住
宅
の
空
き
家
流
通・管
理

の
研
究
」な
ど
で
す
。

　

ま
た
、当
日
、国
土
交
通
省

住
宅
局
住
宅
総
合
整
備
課
長

の
里
見
晋
氏
が「
国
土
交
通
省

か
ら
み
た
空
き
家
流
通
に
対

す
る
考
え
方
」と
題
し
て
ひ
っ

迫
す
る
空
き
家
増
の
現
状
を

説
明
し
ま
し
た
。

　

こ
の
細
部
は
10
月
号
で
掲
載
。

　
（
公
財
）日
管
協
の
近
畿
ブ
ロッ
ク（
大
阪
、

京
都
、兵
庫
、滋
賀
、和
歌
山
、奈
良
の
各

府
県
支
部
）主
催
の「
第
2
回
賃
貸
住
宅

管
理
業
務・成
果
発
表
大
会
＝（
業
務
の

工
夫
と
成
果
）＝
」が
今
年
12
月
5
日

（
金
）大
阪
市
内
の「
新
大
阪
丸
ビ
ル
別
館

セ
ミ
ナ
ー

ホ
ー
ル
」

で
2
5
0

人
の
来
場

者
を
予
測

し
て
行
わ

れ
ま
す
。

　
〝
成
果

発
表
大

会
〞は
近

畿
の
日
管
協
各
支
部
が
一
致
し
て
業

務
向
上
に
結
び
付
け
る
こ
と
を
目
的

に
開
く
も
の
で
今
回
は
2
回
目
。前

回
は
京
都
府
支
部
の
主
管
で
行
わ
れ
、

好
結
果
を
残
し
、入
賞
者
は
昨
年
末
、

東
京
で
開
い
た
日
管
協
本
部
が
主
催

し
た「
第
1
回
日
管
協
フ
ォ
ー
ラ
ム

2
0
1
3
」に
も
参
加
。近
畿
に
お

け
る
管
理
会
社
各
社
員
の
業
務
へ
取

り
組
む
積
極
的
な
姿
勢
を
伝
え
ま

し
た
。ま
た
、近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
の
存
在

を
全
国
に
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。目
下
応
募
者
を
募
集
中

で
、今
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
本
番
へ
の

準
備
が
す
す
み
ま
す
。（
詳
細
の
関

連
記
事
は
大
阪
府
支
部
の
ペ
ー
ジ
で
）。

　

国
交
省
が
後
援
し
て
全
国

規
模
で
行
わ
れ
る「
オ
ー
ナ
ー

セ
ミ
ナ
ー
」。国
の
賃
貸
住
宅

施
策
を
反
映
し
、健
全
な
居
住

環
境
の
達
成
を
テ
ー
マ
に
開
催

さ
れ
る
大
規
模
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　

日
管
協
の
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
6

支
部
は

早
く
も

日
時
・

場
所
を

決
め
、

施
策
に

沿
い
な

第2回 〈12月に大阪府支部主管〉
「賃貸住宅管理業務・成果発表大会」

テーマは「失敗から学んだ私の教訓」

京都で開催された前回の〝成果発表大会〟

日
常
の
小
さ
な
勉
強
、経
験
が
貴
重

日
管
協
理
事
、近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
長　

長
田　

修　
氏　

長田修日管協
近畿ブロック長

が
ら
も
支
部
独
自
の
内
容
で

企
画
を
進
め
て
い
ま
す
。（
関

連
記
事
あ
り
）各
支
部
の
開
催

日
程
は
次
の
通
り
。

▽
大
阪
府（
10
月
9
日
・
木
曜

日
と
10
日・金
曜
日
）▽
京
都
府

（
10
月
25
日・土
曜
日
）▽
兵
庫
県

（
10
月
18
日・土
曜
日
）▽
滋
賀
県

（
10
月
25
日・土
曜
日
）▽
奈
良
県

（
10
月
26
日・日
曜
日
）▽
和
歌

山
県（
10
月
18
日・土
曜
日
）

（
場
所
、そ
の
他
特
徴
は
各
支

部
の
ペ
ー
ジ
と
8
面
上
の
日
程

表
に
記
載
）。

登録制度の法制化など重点活動

日
管
協
の
総
会
6
月
16
日
東
京
で

平
成
26
年
度「
オ
ー
ナ
ー
セ
ミ
ナ
ー
」

近
畿
6
支
部
の
開
催
予
定
決
ま
る

大阪府支部のセミナー会場（前回）

・ 大阪府支部
・ 兵庫県支部
・ 和歌山県支部

・ 京都府支部
・ 滋賀県支部
・ 奈良県支部
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大
阪
府
支
部
の
レ
デ
ィ
ー
ス

部
会（
田
中
与
志
子
部
会
長
）は

6
月
27
日（
金
）セ
ミ
ナ
ー
を
開

催
し
ま
す
。

　

今
回
は
㈱
リ
ク
ル
ー
ト
住
ま
い

カ
ン
パ
ニ
ー
の
関
西
グ
ル
ー
プ
の
三

浦
卓
也
氏
が「
2
0
1
4
年
度

版
最
新
入
居
者
ニ
ー
ズ
大
公
開
」

を
テ
ー
マ
に
デ
ー
タ
を
駆
使
し
て

講
演
し
ま
す
。市
場
、ニ
ー
ズ
が

刻
々
と
変
化
し
、そ
の
流
れ
が
急

な
こ
と
は
業
界
も
認
識
し
、そ
の

対
処
に
苦
労
し
て
い
ま
す
。そ
う

い
う
中
で
将
来
ま
で
を
展
望
し
た

〝
勝
て
る
商
品
〞づ
く
り
へ
の
ヒ
ン

ト
を
講
演
で
得
る
機
会
で
す
。

　

場
所
は
、J
R
新
大
阪
駅
近

く
の「
新
大
阪
丸
ビ
ル
別
館
内
」

午
後
1
時
30
分
受
付
け
、同
2

時
開
始
。

　

レ
デ
ィ
ー
ス
部
会
は
6
月
の
セ

ミ
ナ
ー
終
了
後
は
10
月
に
開
く

「
オ
ー
ナ
ー
セ
ミ
ナ
ー
」の
会
場

で
も
企
画
を
考
え
て
い
ま
す
。

〝
快
適
な
賃
貸
住
宅
の
居
住
環

境
〞と
い
う
大
き
な
テ
ー
マ
に
沿
っ

て
、リ
フ
ォ
ー
ム
や
そ
れ
に
伴
う
カ

ラ
ー
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
や
居
住
者

ニ
ー
ズ
の
傾
向
な
ど
、こ
れ
ま
で

取
り
組

ん
で
き

た
成
果

を
発
表

す
る
予

定
で
す
。

ニ

ュ

ー

ス

・

短

信

●
竹
中
力
事
務
局
長
を
表
彰

26
年
度
協
会
活
動
功
労
賞

　

日
管
協

の
協
会
活

動
功
労
受

賞
者
に
近
畿
ブ
ロッ
ク
か
ら
竹
中

力
氏（
大
阪
府
支
部
事
務
局
長・

セ
ー
フ
テ
ィ
ジ
ャ
パ
ン・リ
ス
ク
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
㈱
社
長
）が
決
ま
り
、

6
月
16
日（
月
）の
東
京
で
開
催

失
敗
を
プ
ラ
ス
に
生
か

し
た
こ
と
も
加
え
、そ

の
過
程
を
公
開
す
る
と

い
う
企
画
で
す
。日
管

協
会
員
各
社
の
社
員
が

日
頃
の
実
務
経
験
を
通

し
た
成
功
体
験
の
発
表

で
、管
理
業
務
の
底
上

げ
に
つ
な
が
る
も
の
で

す
。日
管
協
本
部
も
会

員
が
真
剣
に
取
り
組
む

「
管
理
業
務
向
上
」へ
後

押
し
し
ま
す
。

　

近
畿
の
各
支
部
で
は
日
頃

か
ら〝
人
材
教
育
〞に
は
熱
心

で
研
修
や
セ
ミ
ナ
ー
を
通
じ
て

そ
の
成
果
が
出
て
い
ま
す
。ど

の
よ
う
に
し
て
成
功
ま
で
を
歩

ん
だ
か
、こ
の
大
会
で
詳
細
を

来
場
者
ら
が
知
り
、参
考
に
出

来
る
と
い
う
好
循
環
が
期
待

で
き
る
テ
ー
マ
で
す
。

　

今
回
主
管
す
る
大
阪
府
支

部
の
相
談
役
で
大
会
実
行
委

員
長
、ま
た
こ
の
企
画
の
第
1

回
か
ら
の
発
案
者
で
あ
る
横

江
三
郎
氏（
写
真
）は「
日
頃
か

ら
地
道
に
業
務
に
取
り
組
み
、

仕
事
を
通
じ
て
貢
献
し
て
い
る

従
業
員
の
存
在
を
知
る
こ
と

に
よ
り
管
理
業
務
の
向
上
へつ

な
が
る
も
の
で
、多
く
の
大
会

参
加
者
を
期
待
し
て
い
ま
す
」。

な
お〝
成
果
発
表
大
会
〞の
問

い
合
せ
は
大
阪
府
支
部
へ
。

● 

参
加
資
格
〜

成
果
発
表
大
会
ま
で

 

参
加
資
格 

（
公
財
）日
本
賃
貸
住
宅
管
理

協
会・近
畿
ブ
ロッ
ク
会
員
の
社

員（
管
理
サ
ポ
ー
ト
業
務
含
む
）

 

応
募
方
法 

参
加
希
望
者
は
、発
表
テ
ー
マ・

内
容（
取
組
動
機・実
践
内
容・

成
果
と
課
題
）を

A
4
用
紙
3
枚
以

内
に
ま
と
め
、各
府

県
事
務
局
に
提
出

 

応
募
期
間 

２
０
１
４
年
5
月
1

日（
木
）〜
２
０
１
４

年
7
月
22
日（
火
）

「
勝
ち
残
れ
る
物
件
と
は
」

 

レ
デ
ィ
ー
ス
部
会
が
セ
ミ
ナ
ー 

レディース部会の発表会場
（オーナーセミナー）

支
部
予
選
発

表
会（
8
月

1
日（
金
）〜

9
月
30
日（
火
））

　

各
府
県
支
部
で
代
表
者
を

選
考（
1
〜
2
名
）

代
表
者
に
は
、各
府
県
支
部
よ

り
賞
金
3
万
円
と
日
管
協
会

長
賞
、近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
長
賞
が

出
ま
す
。

第
2
回
賃
貸
住
宅
管
理
業
務・

成
果
発
表
大
会

① 

開
催
日
時　

2
0
1
4
年

12
月
5
日（
金
）

② 

開
催
会
場　

新
大
阪
丸
ビ

ル
別
館
セ
ミ
ナ
ー
ホ
ー
ル

（
12
：
30
〜
17
：
00
）

③ 

発
表
時
間　

各
代
表
持
ち

時
間
30
分

④ 

後
援
は
国
交
省・近
畿
地
方

整
備
局・大
阪
府・大
阪
市

☆〝
成
果
発
表
大
会
〞へ
、前
回

各
方
面
か
ら
協
賛
金
と
し
て

大
会
へ
の
参
加
を
頂
き
ま
し
た
。

今
回
も
会
員
や
団
体
協
賛
金
、

企
業
協
賛
金
を
募
集
中
で
す
。

（
5
千
円
〜
3
万
円
）こ
の
件

の
問
い
合
せ
は
大
阪
府
支
部
へ
。

　

あ
の
熱
気
を
再
び
。近
畿
ブ

ロ
ッ
ク
が
独
自
で
企
画
、昨
年

夏
に
初
開
催
し
た「
第
1
回
賃

貸
住
宅
管
理
業
務・成
果
発
表

大
会
」。そ
の
第
2
回
目
を
今

度
は
大
阪
府
支
部
が
主
管
と

し
て
企
画・進
行
し
ま
す
。

　

応
募
は
既
に
進
ん
で
お
り
、

秋
に
は
近
畿
の
各
支
部（
大
阪
、

京
都
、兵
庫
、滋
賀
、和
歌
山
、奈

良
）の
参
加
代
表
が

決
ま
り
、年
末
の
12

月
5
日（
金
）の〝
成

果
発
表
大
会
〞で
入

賞
者
が
決
ま
り
ま
す
。

　

こ
の
大
会
の
目
的

は
、賃
貸
マ
ン
シ
ョン
経

営
者
か
ら
委
託
さ
れ

た
物
件
の
財
産
価
値

を
維
持
し
収
益
性
を

高
め
る
た
め
の
努
力

結
果
の
発
表
で
す
。

第
2
回 

賃
貸
住
宅
管
理
業
務
・
成
果
発
表
大
会
（
公
財
）日
本
賃
貸
住
宅
管
理
協
会・

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
主
催
　
大
阪
府
支
部 

主
管

応
募
締
切
り
7
月
22
日

秋
に
支
部
代
表
決
定

テーマ「失敗から学んだ私の教訓
（業務の工夫と成果）」

12月5日（金）新大阪丸ビル別館セミナールームで開催

前回の会場。近畿の各地から
応援や勉強にと来場者でいっ
ぱいでした。

上
は
大
会
実
行
委
員

長
の
横
江
三
郎
氏
。左

上
は
2
回
目
の
成
功
を

目
的
に
会
議
を
重
ね
る

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
幹
事
会

前回、大阪府支部の入賞者は
東京でのフォーラムで同テーマ
で発表をしました。

　
（
公
財
）日
本
賃
貸
住
宅
管

理
協
会
は
4
月
に
第
1
回
目

の
全
国
支
部
長
会
議
を
開
催

し
ま
し
た
。北
海
道
か
ら
沖
縄

に
至
る
全
国
各
ブ
ロ
ッ
ク
に
属

す
る
47
名
の
支
部
長
が
集
ま

り
本
部
は
も
と
よ
り
支
部
の

活
動
や
意
見
交
換
な
ど
を
行
い

ま
し
た
。席
上
、三
好
修
会
長

は
相
続
支
援
コ
ン
サ
ル
業
務
な

ど
、管
理
会
社
の
事
業
領
域
拡

大
への
考
え
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

こ
の
後
、第
2
回
の
支
部
長

会
議
は
今
年
12
月
4
日（
木
）

大
阪
で
行
う
こ
と
を
決
定
。そ

の
翌
日
に
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
主
催

大
阪
府
支
部
が
主
管
す
る

「
第
2
回
賃
貸
住
宅
管
理
業

務・成
果
発
表
大
会
」が
開
催

さ
れ
支
部
長
会
議
の
出
席
者

に
見
て
も
ら
う
絶
好
の
機
会

と
な
り
、近
畿
の
6
支
部
の
活

動
が
全
国
で
知
ら
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

大
阪
府
支
部
は
毎
回
出
席

者
が
多
い
こ
と
で
知
ら
れ
る
恒

例
の
新
人
セ
ミ
ナ
ー
を
開
き
、

約
80
人
が
参
加
し
ま
し
た
。今

回
は
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
と
の
共
催

で
近
畿
の
各
地
か
ら
も
参
加
。

業
務
研
究・企
画
研
修
委
員
長

の
松
尾
充
秦
氏
が
中
心
に
な
っ

て
企
画
。管
理
会
社
で
働
く
新

人・若
手
の
レ
ベ
ル
向
上
を
目
的

に
4
月
18
日（
金
）大
阪
市
内

で
開
催
。会
員
各
社
の
ト
ッ
プ

も
自
社
の
将
来
の
人
材
づ
く
り

の
た
め
、貴
重
な一日
を
若
手
社

員
の
勉
強
に
協
力
。そ
れ
に
応

え
よ
う
と
、開
催
側
も
ま
ず
管

理
の
基
礎
知
識
と
市
場
の
現

況
を
知
って
も
ら
お
う
と
、二
人

の
有
力
講
師
を
選
び
ま
し
た
。

　

大
阪
府
支
部
の
犬
伏
健
次

副
支
部
長
の
挨
拶
で
始
ま
っ
た

会
は
レ
ジ
ュメ
を
机
上
に「
勉
強

し
ま
す
」の
雰
囲
気
。ダ
ー
ク

ス
ー
ツ
姿
の
若
手
が
中
心
で
フ

レ
ッ
シ
ュ一
色
。女
性
社
員
も
交

え
て〝
勉
強
し
よ
う
〞〝
業
務
の

プ
ロ
に
な
ろ
う
〞と
い
う
意
欲
に

満
ち
て
い
ま
し
た
。企
画
を
す

す
め
た
松
尾
充
秦
氏
は「
せっ
か

く
の
参
加
機
会
だ
か
ら
受
講
の

結
果
を
ま
と
め
て
上
司
に
提
出

出
来
る
よ
う
参
加
者
に
レ
ポ
ー

ト
を
お
願
い
し
ま
し
た
」。だ
か

ら
居
眠
り
な
ん
か
出
来
ま
せ
ん
。

レ
ポ
ー
ト
を
ま
と
め
な
く
て
は

と
最
後
ま
で
会
場
は
緊
張
に
包

ま
れ
て
い
ま
し
た
。当
日
の
テ
ー

マ
と
講
師
は
次
の
通
り
で
す
。

☆ 

1
部
＝「
賃
貸
市
場
の
現

状
と
課
題・管
理
業
務
」。（
公

財
）日
管
協・日
管
協
総
合
研
究

所
主
任
相
談
員
、長
井
和
夫
氏
。

☆ 

2
部
＝「
契
約
に
関
す
る

基
礎
知
識
」。日
管
協
大
阪
府

支
部
顧
問
弁
護
士
、淀
屋
橋・

山
上
合
同 

上
甲
悌
二
氏
。

ま
ず
は〝
賃
貸
市
場
〞と〝
契
約
〞を
学
ぶ

大
阪
府
支
部
　
熱
気
の
新
人
研
修

熱心に勉強　会場は満席

竹中力氏

の
総
会
で
表
彰
さ
れ
ま
す
。毎
年
、

全
国
の
各
ブ
ロッ
ク
か
ら
選
ば
れ
、

今
回
は
23
名
が
受
賞
対
象
。

　

竹
中
氏
は
大
阪
府
支
部
の
事

務
局
長
と
し
て
近
畿
で
最
も
会

員
数
の
多
い
組
織
の
運
営
に
た

ず
さ
わ
り
、活
性
化
や
支
部
の

広
報
活
動
に
広
い
視
野
で
貢
献
。

精
力
的
且
つ
緻
密
な
行
動
力
で

そ
の
仕
事
ぶ
り
は
更
に
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。

第
2
回
支
部
長
会
議
は
大
阪
で
開
催
決
定

日管きんき〈2〉 大阪府支部



　

今
年
度
の（
公
財
）日
管
協

大
阪
府
支
部
が
果
た
す
役
割

　

変
化
す
る
賃
貸
住
宅
入
居

者
ニ
ー
ズ
。そ
ん
な
時
代
で
の

オ
ー
ナ
ー
を
リ
ー
ド
出
来
る

管
理
会
社
と
は
│
。後
追
い
で

な
く
、先
行
し
た
ア
イ
デ
ア
で

ニ
ー
ズ
を
創
設
し
、市
場
で
優

位
を
保
て
る
ス
キ
ル
を
持
つ
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。大

阪
府
支
部
で
は
多
角
的
で
立

体
的
な
会
場
づ
く
り
を
し
て

来
場
す
る
オ
ー
ナ
ー
始
め
関

係
者
に
先
を
行
く
組
織
の
存

在
を
ア
ピ
ー
ル
し
よ
う
と
い
う

計
画
で
す
。

　

前
回
で
判
明
し
た
の
は
新

聞
社
が
場
内
一
杯
に
展
開
す
る

最
新
の
情
報
発
信
と
そ
れ
に

よ
る〝
相
乗
効
果
〞。こ
こ
に
来

れ
ば
何
で
も
知
る
こ
と
が
出
来

る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
で
す
。「
賃

貸
住
宅
フ
ェ
ア
」を
主
催
す
る

新
聞
社
側
の
企
画
は
時
代
の

流
れ
を
読
ん
で
集
ま
る
来
場

者
の〝
知
り
た
い
〞に
応
え
る
内

容
が
十
分
に
期
待
さ
れ
、同
時

に
大
阪
府
支
部
の
場
内
で
の

企
画
と
の
一
体
感
で
す
。そ
こ

で
地
域
の
オ
ー
ナ
ー
や
賃
貸
住

宅
業
界
関
係
者
へ
向
け
て
セ
ミ

ナ
ー
や
幅
広
い
テ
ー
マ
の
講
座
、

人
材
育
成
の
コ
ー
ナ
ー
ま
で
を

含
ん
だ
企
画
と
、日
管
協
の
組

大勢の参加で賑う総会の会場

ニ
ュ
ー
ス

■「賃
貸
住
宅
フ
ェ
ア
」大
阪
で

　
賃
貸
住
宅
新
聞
社
主
催
の

ビ
ッ
グ
イ
ベ
ン
ト

　

賃
貸
住
宅
業
界
の
ビ
ッ
グ
イ

ベ
ン
ト
と
し
て
す
っ
か
り
知
名

度
が
定
着
し
た「
賃
貸
住
宅

フェア
」。全
国
賃
貸
住
宅
新
聞

社（
本
社・東
京
）が
全
国
主
要

都
市
で
開
催
。大
阪
で
も
例
年

通
り
10
月
9
日（
木
）10
日

（
金
）に
大
阪
南
港
の「
イ
ン
テ
ッ

ク
ス
大
阪
」で
開
か
れ
ま
す
。

　

近
畿
を
中
心
に
各
地
か
ら

2
万
人
近
く
が
来
場
す
る
総

合
展
示
会
。多
く
の
講
座
や
セ

ミ
ナ
ー
へ
関
心
が
集
ま
り
ま
す
。

ま
た
、企
業・団
体
が
出
展
、最

新
の
情
報
を
得
る
場
所
と
し

て
も
貴
重
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
受
付
時
間
】9
：
00
〜
17
：
00

（
開
催
地
へ
は
都
心
か
ら
地
下
鉄

で
）

織
活
動
な
ど
を
発
信
し
ま
す
。

な
ん
と
い
っ
て
も
た
く
さ
ん
の

人
に
知
っ
て
も
ら
え
る
フ
ェ
ア

会
場
で
の
開
催
は
前
回
の
成

功
か
ら
も
正
解
で
し
ょ
う
。

　

こ
の
催
し
は
国
土
交
通
省
が

毎
年
秋
に
定
め
た「
住
宅
月

間
」への
参
加
で
す
。地
元
行
政

の
後
援
を
得
て
催
さ
れ
ま
す
。

前
回
は
日
管
協
会
長
が
出
席

し
て
推
進
中
の「
日
管
協
ビ
ジ
ョ

ン
」の
説
明
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

大
阪
府
支
部
の
ブ
ー
ス
は
立
見
、

行
列
も
出
た
ほ
ど
で
す
。今
回

も
前
回
以
上
の
来
場
と
成
功

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

「
オ
ー
ナ
ー
セ
ミ
ナ
ー

2
0
1
4
」

平
成
26
年
10
月
9
〜
10
日

会
場
＝「
イ
ン
テ
ッ
ク
ス
大
阪
」

　

後
援　

国
交
省・大
阪
府

　

主
催　
日
管
協
大
阪
府
支
部

全
国
賃
貸
住
宅
新
聞
社
の
協

力
で
、同
社
の「
賃
貸
住
宅
フ
ェ

ア
2
0
1
4
I
N
大
阪
」会

場
内
で
の
開
催
で
す
。

〝知る〟感動
味わえる企画で

新
時
代
の
賃
貸
住
宅
経
営

10月9～10日「オーナーセミナー2014」

イ
ン
テ
ッ
ク
ス
大
阪「
賃
貸
住
宅
フ
ェ
ア
」会
場
で
開
催

　
大
阪
府
支
部（
山
本
肇
支
部
長
）は
今
秋
の
10
月
9
日（
木
）10
日

（
金
）に
大
阪
南
港
の「
イ
ン
テ
ッ
ク
ス
大
阪
」内
で
開
く「
オ
ー
ナ
ー
セ

ミ
ナ
ー
2
0
1
4
」を
前
回
以
上
に
盛
り
上
げ
よ
う
と
企
画
を
進
行
さ

せ
て
い
ま
す
。こ
の
イ
ベ
ン
ト
の
特
徴
は
新
聞
社
が
主
催
し
、2
万
人

近
い
人
が
集
ま
る「
賃
貸
住
宅
フ
ェ
ア
」の
会
場
内
で
開
く
こ
と
で
、住

宅
業
界
の
多
く
の
人
に
日
管
協
の
活
動
を
知
っ
て
も
ら
え
る
こ
と
で
す
。

「賃貸住宅フェア」会場で開催

好評だった大阪府支部のセミナー

人気を集めた日管協のブース

セ
ミ
ナ
ー
や
座
談
会
で
立
体
演
出

2
0
1
4
年
度 

大
阪
府
支
部 

総
会（
5
月
19
日
）

組
織
力
で
登
録
制
度
を
推
進

　
　

大
型
イ
ベ
ン
ト　

委
員
会
が
機
能
し
て
実
行

は
重
い
。そ
の
活
動
方
針
が
示

さ
れ
る
今
年
度
の
総
会
が
5

月
19
日（
月
）午
後
3
時
30
分

か
ら
市
内
の「
ホ
テ
ル
モ
ン
ト
レ

大
阪
」で
主
賓
に
全
日
大
阪
府

本
部
常
務
理
事
の
甲
斐
千
壽

氏
ら
を
招
き
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
支
部
が
行
う
イ

ベ
ン
ト
は

い
ず
れ

も
全
国

区
的
規

模
の
も
の
ば
か
り
で
支
部
長
は

じ
め
各
役
員
、ま
た
、組
織
内

の
各
委
員
会
が
強
力
な
実
行

力
を
発
揮
し
て
進
行
さ
せ
ま

す
。そ
れ
に
つ
い
て
の
基
本
方

針
、内
容
が
山
本
肇
支
部
長
や

竹
中
力
事
務
局
長
か
ら
発
表

さ
れ
ま
し
た
。

　

年
末
の
全
国
支
部
長
会
議

の
大
阪
で
の
初
実
施
。翌
日
の

大
阪
府
支
部
主
管
に
よ
る「
第

2
回
賃
貸
住
宅
管
理
業
務・成

果
発
表
大
会
」、秋
の「
オ
ー

ナ
ー
セ
ミ
ナ
ー
」な
ど
の
予
定

を
公
表
。ま
た
、一方
で
地
元
行

政
と
一
体
で
、空
き
家
問
題
解

決
へ
の
協
力
な
ど
公
益
財
団
と

し
て
多
忙
を
極
め
る
年
度
が

予
想
さ
れ
、総
会
々
場
で
も
会

員
か
ら
は
も
ち
ろ
ん
、本
部
や

大
阪
府
な
ど
の
来
賓
か
ら
も

応
援
の
挨
拶
が
続
き
ま
し
た
。

日
管
協
本
部
か
ら
出
席
し
た

石
河
博
史
事
務
局
次
長
ら
が

26
年
度
の
日
管
協
重
点
テ
ー
マ

や
研
修
の
内
容
を
報
告
。ま
た
、

大
阪
府
の
住
宅
ま
ち
づ
く
り

部
の
尾
﨑
輪
香
子
氏
か
ら「
大

阪
あ
ん
し
ん
賃
貸
支
援
事
業
」

の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

当
日
の
定
例
会
は
プ
リ
ン
シ

〝
空
き
家
〞の
現
状
と
展
望

大
阪
府
が
活
用
方
法
調
査

　

空
き
家
対
策
へ
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
る
大
阪
府
は
住
宅

ま
ち
づ
く
り
部
が「
大
阪
府
に

お
け
る
空
き
家
の
現
状
に
つ
い

て
」と
題
し
て
現
況
を
ま
と
め

ま
し
た
。人
口
、世
帯
の
将
来

推
計
に
は
じ
ま
り
、空
き
家
の

推
移
、発
生
要
因
な
ど
を
分
析

し
て
い
ま
す
。

山本肇大阪府
支部長

プ
ル
住
ま
い
総
研
の
上
野
典
行

所
長
に
よ
る「
入
居
率
を
98
％

に
す
る
管
理
力
向
上
の
最
新
事

例
と
手
法
」を
テ
ー
マ
に
し
た

講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。本
部

か
ら
石
河
次
長
や
田
口
俊
輔
氏

も
加
わ
り
楽
し
い
懇
親
会
は
終

了
し
ま
し
た
。

日管きんき〈3〉大阪府支部

●土地有効活用 ●賃貸住宅管理
●仲介全般　　 ●リフォーム事業

株式会社 関西建設
大阪府知事（１１）第１４２５８号

〒541-0058 大阪市中央区南久宝寺町1丁目6番5号
Tel.06-6266-6060 Fax.06-6266-6002

賃貸住宅経営の
ベストパートナー
〈豊かさを提案します〉

経営理念
一、私達はお客様を第一として、信頼・安
心・喜びを与えます

一、私達はお客様の資産の有効活用と
都市再生に貢献致します

一、私達は感謝と喜びを持って幸せと生
きがいのある会社を作ります



京都府支部

　

大
徳
寺
の
緑
が
遠
景
に
望

め
る
京
都
の
北
大
路
堀
川
の

界
隈
は〝
京
都
的
〞な
落
ち
着

い
た
エ
リ
ア
で
す
。そ
の一
角
に

京
都
府
支
部
の
会
員
フ
ラ
ッ
ト

エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー（
吉
田
光
一
社

長
）の
発
案
で
今
年
1
月
に
開

設
し
た
サ
ロ
ン「
た
ま
り
ば
」が

あ
り
ま
す
。吉
田
光
一
社
長
が

地
域
の
人
が
く
つ
ろ
げ
る
新
し

い
タ
イ
プ
の
交
流
の
場
を
企
画
。

気
楽
に
楽
し
く・触
れ
合
い・出

会
い
が
始
ま
る
│
、こ
れ
が
開

設
の
コ
ン
セ
プ
ト
で

す
。内
部
は
約
百

坪
、こ
こ
に
カ
フ
ェ

テ
リ
ア
、キ
ッ
ズ

コ
ー
ナ
ー
、理
容
室
、

図
書
コ
ー
ナ
ー
、多

目
的
ス
ペ
ー
ス
が

配
さ
れ
て
い
ま
す
。

美
味
し
そ
う
な
シ

フ
ォ
ン
ケ
ー
キ
と

コ
ー
ヒ
ー
。こ
こ
で

は
気
持
ち
の
よ
い

時
間
が
ず
っ
と
流
れ
ま
す
。

　

経
営
す
る
の
が
不
動
産
会

社
な
の
で「
す
ま
い
の
相
談
」

コ
ー
ナ
ー
も
設
け
ら
れ
、担
当

す
る
の
は
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
と
し

て
吉
田
光
一
社
長
や
企
画
営
業

支
援
の
村
井
小
紅
さ
ん
ら
。不

動
産
業
に
と
っ
て
情
報
は
大
切

で
こ
こ
で
の
人
と
の
信
頼
の
輪

づ
く
り
は
貴
重
。オ
ー
プ
ン
し

て
約
半
年
、お
年
寄
り
か
ら
若

い
人
・
学
生
ま
で
地
域
の
人
を

中
心
に
オ
ア
シ
ス
的
に
利
用
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

場
所
は
京
都
市
北
区
紫
野

西
御
所
田
町
16
―
2
。フ
ラ
ッ

ト
エ
ー
ジ
ェン
シ
ー
の
本
社
ビ
ル

に
並
ぶ
同
社
の
ビ
ル
の
1
階
部

分
。何
と
な
く
入
っ
て
み
た
く

な
る
雰
囲
気
で
す
。こ
ん
な
ス

ペ
ー
ス
づ
く
り
も
管
理
業
な
ら

で
は
の
発
想
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

（
営
業
時
間
は
午
前
9
時
か
ら

午
後
7
時
ま
で　

日
曜
休
み
）。

副
支
部
長
の
実
績
で  

 

吉
田

　

櫻
井
氏
は
支
部
活
動
に
積
極

的
に
参
加
、副
支
部
長
と
し
て
の

実
績
を
積
み
、期
待
は
十
分
で

す
。特
に
支
部
主
催
の
イ
ベ
ン
ト

で
は
目
立
た
ぬ
仕
事
で
支
え
て

き
た
の
が
印
象
的
で
す
。ま
た
、

得
意
の
ネ
ッ
ト
関
連
の
企
画
に

は
中
心
に
な
っ
て
動
き「
外
国
人

の
た
め
の
お
部
屋
情
報
サ
イ
ト
」

の
立
ち
上
げ
で
は
㈶
京
都
国
際

交
流
協
会
と
ね
ば
り
強
い
交
渉

を
行
い
実
現
さ
せ
る
な
ど
外
交

手
腕
を
発
揮
し
ま
し
た
。「
オ
ー

ナ
ー
セ
ミ
ナ
ー
」や「
第
1
回
賃

貸
住
宅
管
理
業
務
・
成
果
発
表

大
会
」で
も
、会
場
設
定
や
現
場

の
仕
切
り
な
ど
、若
さ
と
行
動

力
が
目
に
付
き
ま
し
た
。

　

長
田
修
近
畿
ブ
ロッ
ク
長
は
じ

め
、各
幹
部
が
長
年
か
か
っ
て
築

い
て
き
た
行
政
や
市
民
と
の
信

頼
を
今
後
も
維
持
し
て
ほ
し
い
。

さ
ら
に
櫻
井
氏
の
発
想
を
加
え

た
新
鮮
味
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

新
し
い
パ
ワ
ー
の
創
造  

 

櫻
井

　

吉
田
光
一
氏
や
長
田
修
近
畿

ブ
ロ
ッ
ク
長
が
努
力
を
し
て
築
い

て
き
た〝
京
都
府
支
部
〞を
き
ち

ん
と
継
続
。官
民
の一
体
的
協
力

で
社
会
貢
献
出
来
る
よ
う
頑
張

り
た
い
で
す
。

　

京
都
は
近
畿
の
各
都
市
と
比

較
し
て
学
生
の
街
な
ど
多
く
の

側
面
を
も
つ
ユ
ニ
ー
ク
な
存
在
。

大
学
を
筆
頭
に
一
流
の
企
業
も

多
く
、古
都
で
あ
る
と
同
時
に

現
代
を
生
き
、活
性
を
繰
り
返

す
若
さ
の
街
で
も
あ
り
ま
す
。

　

市
民
や
行
政
か
ら「
信
頼
出

来
て
、安
心
し
て
接
す
る
こ
と
が

出
来
る
支
部
」の
存
在
へ
広
い
視

野
で
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
力
を
高

め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。そ

の
た
め
に
楽
し
さ
、面
白
さ
を
含

め
た
交
流
の
場
づ
く
り
を
増
や

し
た
い
で
す
ね
。以
前
、留
学
生

や
学
生
向
け
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
い

た
時
、学
生
た
ち
と
交
流
し
て
得

た
情
報
は
仕
事
の
ヒ
ン
ト
に
な
り

役
に
立
ち
ま
し
た
。「H

ouse 
navi

」へ
の
運
営
に
結
び
付
き
ま

し
た
。若
い
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
で
新

人
材
の
登
用
、会
員
の
意
見
を

聞
き
や
す
い
体
制
づ
く
り
も
必

要
で
し
ょ
う
。そ
こ
を
み
ん
な
と一

緒
に
考
え
て
い
き
ま
す
。

　

今
年
の
後
半
は
ビ
ッ
グ
な
イ
ベ

ン
ト
が
続
き
ま
す
。そ
の
間
に

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
内
容
充
実
、部

会
活
動
、成
果
発
表
大
会
へ
の
参

加
、オ
ー
ナ
ー
セ
ミ
ナ
ー
、会
員

増
加
活
動
と
、立
場
上
私
の
責

任
は
重
い
で
す
。み
な
さ
ま
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

市民、行政から信頼の存在
全会員参加型の組織を継続

（公財）日管協京都府支部　新しいトップで前進

新旧の2人に抱負と期待を聞く

●
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を　

櫻
井
啓
孝
氏　

●
若
さ
と
実
行
力
発
揮
し
て　

吉
田
光
一
氏

櫻井啓孝新支部長

気
楽
に
住
宅
相
談
も
で
き
ま
す

話
題スポ

ッ
ト

管
理
会
社
な
ら
で
は
の
企
画
と
演
出ここで美味しいコーヒーとケーキを

地域の交流サロン「たまりば」訪問
地域の人のくつろぎスペース

「たまりば」の入口

　
京
都
府
支
部
は
5
月
22
日
の
総
会
で
新
支
部
長
に
櫻
井
啓

孝
氏（
㈱
グ
ッ
ド
ラ
イ
フ
社
長
）の
就
任
を
発
表
。前
支
部
長

の
吉
田
光
一
氏
に
代
わ
っ
て
新
し
い
リ
ー
ダ
ー
と
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
新
旧
の
二
人
か
ら
期
待
と
抱
負
を
聞
き
ま
し
た
。

第
2
回
成
果
発
表
大
会（
12
月
）

京
都
府
支
部
も
参
加

　

日
管
協・近
畿
ブ
ロ
ッ
ク（
長
田

修
ブ
ロ
ッ
ク
長
）主
催
で
平
成
26

年
12
月
5
日
に
開
催
す
る「
第
2

回
賃
貸
住
宅
管
理
業
務・成
果
発

表
大
会
」に
京
都
府
支
部
も
参

加
し
ま
す
。（
応
募
方
法
、そ
の
他

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
は
大
阪
府

の
ペ
ー
ジ
参
照
）2
回
目
は
大
阪

昨年の成果発表大会予選会の入賞者

府
支
部
が
主
管
で
す
。ま
た
、メ

イ
ン
テ
ー
マ
は「
失
敗
か
ら
学
ん
だ

私
の
教
訓（
業
務
の
工
夫
と
成

果
）」。予
選
発
表
を
経
て
年
末
に

成
果
発
表
大
会
に
な
り
ま
す
。参

加
資
格
は
日
管
協
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク

会
員
各
社
。

　

前
回
、京
都
府
の
受
賞
者
で
あ

る
奥
野
雅
裕
氏（
長
栄
）ら
が
優

勝
テ
ー
マ
を
そ
の
ま
ま「
日
管
協

フ
ォ
ー
ラ
ム
2
0
1
3
」で
披
露

し
ま
し
た
。

ニ
ュ
ー
ス
・
速
報 

■6月
6
日

 

〝
空
き
家
活
性
〞テ
ー
マ
に

講
演
会（
官・学・産
で
）

　

京
都
市
は
空
き
家
活
用
化

へ
の
催
し
を
各
種
実
施
。6
月

7
日（
土
）午
前
10
時
〜
午
後

4
時
ま
で「
京
都
だ
か
ら
で
き

る
空
き
家
活
用
の
可
能
性・空

き
家
を
き
っ
か
け
と
し
た
ま
ち

づ
く
り
│「
京
都
」×「
空
き

家
」×「
ま
ち
づ
く
り
」」と
い
う

長
い
名
称
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

し
ま
す
。当
日
は
京
都
女
子
大

学
家
政
学
部
の
井
上
え
り
子

准
教
授
ら
が
空
き
家
が
地
域

に
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
や
、京

都
市
ま
ち
再
生・創
造
推
進
室

の
担
当
者
、ま
た
、民
間
か
ら
の

代
表
も
出
て
、そ
れ
ぞ
れ
の
立

場
か
ら〝
空
き
家
活
用
〞を
論

じ
ま
す
。京
都
市
は
空
き
家
の

活
用
や
適
正
管
理
を
総
合
的

に
推
進
す
る
た
め
4
月
1
日

か
ら「
京
都
市
空
き
家
の
活
用
、

適
正
管
理
等
に
関
す
る
条
例
」

を
施
行
し
ま
し
た
。（
5
面
に

詳
細
）今
回
の
イ
ベ
ン
ト
は
そ

れ
を
後
押
し
す
る
た
め
の
催
し

で
す
。場
所
は「
ひ
と・ま
ち
交

流
館
京
都
」内
会
議
室（
京
都

市
下
京
区
西
木
屋
町
通
上
ノ

口
上
る
梅
湊
町
83
の
1
。）

エールを送る吉田光一氏

盛況。京都府支部のイベント

活動するレディース部会

日管きんき〈4〉 京都府支部



京都府支部

視点
法の （56）

公益財団法人
日本賃貸住宅管理協会
京都府支部 顧問弁護士　田中　伸

賃貸借契約書への取引主任者の記名・押印義務
賃貸借契約書原本に、仲介業者の取引主任者の記名・押
印がなされていない事例が散見されます。
賃貸借契約書そのものへの取引主任者の記名・押印義
務は宅建業法には規定されていませんが、宅建業者には賃
料の額等の説明書面（宅建業法37条書面）交付義務が定
められており（宅建業法37条2項）、同書面には取引主任
者の記名・押印が必要とされています（同条3項）。したがっ
て、宅建業者が賃貸借契約書でもって、宅建業法37条書面
に代用している場合（実務上は、ほとんどの賃貸借契約書
で宅建業法37条書面に代えています。）は、賃貸借契約書
にも取引主任者の記名・押印が必要となります。宅建業法
違反の行為は、監督官庁による業務停止等の処分対象とな
りますので、ふだんから、重要事項説明書だけでなく、賃貸
借契約書にも取引主任者の記名・押印を忘れないようにす
べきです。

〝
自
治
〞の
伝
統
あ
る

安
心・安
全
な
京
都
へ

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
へ

官
民
一
体
で

　

京
都
市
は
地
域
の
情
報
を

活
用
し
、住
民
が
自
治
の
伝
統

を
生
か
し
た
暮
ら
し
や
す
い
街

の
形
成
に
多
く
の
施
策
を
進

行
さ
せ
て
い
ま
す
。昨
年
施
行

き
き
耳
情
報

「
安
す
ま
☆
通
信
」に

賃
貸
住
宅
の
用
語
特
集

　
「
住
宅
」に
関
し
て
多
角
的

手
法
で
市
民
に
情
報
を
提
供
。

京
都
市
の
す
ま
い
の
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
総
合
窓
口
と
い
う「
京み
や
こ安

心

す
ま
い
セ
ン
タ
ー
」。京
都
市
住

宅
供
給
公
社
が
運
営
す
る
市

民
に
と
っ
て
頼
り
に
な
る
存
在
。

同
セ
ン
タ
ー
が
毎
月
発
行
し
て

い
る
情
報
紙「
安
す
ま
☆
通

信
」の
4
月
号
に「
住
ま
い
の

相
談
Q
&
A
」と
し
て〝
賃
貸

住
宅
〞の
用
語
の
説
明
が
4
P

に
わ
た
って
掲
載
。

　

賃
貸
住
宅
に
関
す
る
専
門

用
語
を
わ
か
り
や
す
く
説
明
。

入
退
去
時
に
、一
般
の
人
も
知
っ

て
お
い
て
ト
ク
と
い
う
代
表
的

な
用
語
ば
か
り
を
取
り
上
げ

て
い
ま
す
。重
要
事
項
説
明
と

か
礼
金
、原
状
回
復
と
か
。業

者
は
知
っ
て
い
て
当
然
で
す
が
、

入
居
者
に
と
っ
て
用
語
の
理
解

は
大
切
で
す
。（
場
所
＝
地
下

鉄
烏
丸
御
池
駅
す
ぐ
。０
７
５

＝
７
４
４
＝
１
６
７
０
）

し
た「
京
都
市
地
域
コ
ミ
ュニ

テ
ィ
活
性
化
条
例
」は
、地
域

住
民
の
協
力
を
得
つつ
情
報
を

共
有
し
て
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
都
市
づ
く
り
を
目
指
す
た

め
の
も
の
で
す
。

　

地
域
活
動
の
情
報
を
集
め

る
に
は
住
宅
の
販
売
や
賃
貸
契

約
時
に
市
が
作
成
し
た
自
治

会
や
町
内
会
へ
の
入
会
促
進
の

チ
ラ
シ
を
渡
す
な
ど
の
協
力
が

あ
り
ま
す
。不
動
産
会
社
は

市
民
や
他
都
市
か
ら
移
住
し

て
く
る
人
た
ち
と
多
く
の
交
流

の
機
会
が
あ
る
た
め
、市
が
目

指
す
地
域
コ
ミュニ
テ
ィ
活
性
化

の
推
進
へ
の
役
割
を
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。
条
例
施
行
後
、

P
R
不
足
も
あ
り
、今
年
は
京

都
市
文
化
市
民
局
地
域
自
治

推
進
室
地
域
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
が
中
心
と
な

り
、条
例
の
知
名
度
を
高
め
て

い
く
方
針
で
す
。街
が
一
体
と

な
っ
て
自
治
の
伝
統
あ
る〝
京

都
〞を
再
構
築
し
よ
う
と
い
う

も
の
で
す
。京
都
府
支
部
も
全

面
的
に
協
力
し
ま
す
。な
お
、」

同
セ
ン
タ
ー
へ
の
問
い
合
せ
は
、

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

0
7
5
―
2
2
2
―

3
0
9
8　

Ｆ
Ａ
Ｘ 

0
7
5

―
2
2
2
―
3
0
4
2
。

整然とした京都の街

●第14期通常総会（報告会）
　講師迎え研修会も

5月22日（木）
京都ロイヤルホテル＆スパで
　今回は新支部長就任で
4面にも紹介した櫻井啓孝
氏が就任の抱負を述べま
した。各担当より26年度支
部活動方針が示されまし
た。研修会では「勝ち残る
管理会社の必勝法」を
テーマに（一社）不動産ビ
ジネスカレッジ協会の牛迫
敬太氏が講演。京都府賃
貸管理業暴力排除対策協
議会の第24期通常総会も
無事終了しました。

●10月26日（日）に
「オーナーセミナー2014」開催
　京都府支部は今年度も
国交省の後援を得、地元
自治体が協力して10月26日
（日）京都の商工会議所で
行われます。基調講演のほ
か地元行政から街づくり関
連の取組みの進捗と京都
府支部との協力体制の確
認。具体的には空き家流通
への対処、検索サイトの充
実などを主な参加者である
オーナーに伝えます。

京都府支部
イベント情報

　

空
き
家
流
通
活
性
は
国
の

重
要
施
策
に
な
って
い
ま
す
。京

都
市
は
4
月
1
日
か
ら「
京
都

市
空
き
家
の
活
用・適
性
管
理

等
に
関
す
る
条
例
」を
ス
タ
ー

ト
。京
都
都
市
計
画
局
ま
ち
再

課
長
寺
澤
昌
人
氏（
0
7
5
＝

2
2
2
＝
3
5
0
3
）へ
。な
お
、

各
種
の
補
助
額
に
つ
い
て
は
右

記
へ
問
い
合
わ
せ
を
。

　

な
お
、ス
タ
ー
ト
し
た
条
例

の
目
的
と
基
本
理
念
の
主
な

点
は
次
の
通
り
で
す
。

Ⓐ
条
例
で
の
空
き
家
と
は
、

『
人
が
居
住
し
て
い
な
い
若
し

く
は
使
用
し
て
い
な
い
状
態
の

建
築
物
ま
た
は
こ
れ
ら
に
準

ず
る
状
態
の
も
の
』で
す
。ま

た
、長
屋
や
共
同
住
宅
の
住
戸

も
含
み
ま
す
。

Ⓑ
条
例
で
は
、・空
き
家
の
発
生

の
予
防・空
き
家
の
活
用・空
き

家
の
適
正
な
管
理・跡
地
の
活

用
を
定
め
、空
き
家
対
策
を
総

生・創
造
推
進
室
を
設
け
、担

当
を
置
い
て
市
民
か
ら
の
問
い

合
せ
、相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

「
京
都
市
地
域
連
携
型
空
き
家

流
通
促
進
事
業
」と
称
し
、所

有
者
は
も
ち
ろ
ん
地
域
や
日
管

協
京
都
府
支
部
な
ど
の
民
間

組
織・大
学
も
加
わって
空
き
家

の
活
用
を
推
進
。こ
れ
に
は
補

助
金
制
度
も
設
け
ら
れ
ま
す
。

「
管
理
不
全
状
態
」的
な
住
宅

の
所
有
者
や
関
係
者
か
ら
の
相

談
を
待
って
い
ま
す
。空
き
家
に

関
す
る
問
い
合
せ
は
京
都
市
都

市
計
画
局
の
ま
ち
再
生・創
造

推
進
室
、担
当
は
空
き
家
対
策

合
的
に
推
進
。

Ⓒ
対
策
の
推
進
で
、・安
心
で
安

全
な
生
活
環
境
の
確
保・地
域
コ

ミュニ
テ
ィ
の
活
性
化・ま
ち
づ
く

り
活
動
の
推
進・地
域
の
良
好

な
景
観
の
保
全
へつ
な
げ
ま
す
。

公
共
的
価
値
の
実
現
へ

　

基
本
理
念
は
総
合
的
な
空

き
家
対
策
を
進
め
る
う
え
で
、

次
の
4
項
目
が
定
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

1 

. 

建
築
物
は
良
好
な
景
観

等
の
公
共
的
価
値
を
実
現

す
る
役
割
が
あ
り
、建
築
物

の
利
用
や
管
理
を
行
う
。

2 

. 

空
き
家
を
積
極
的
に
活

か
す
。

3 

. 

既
存
建
築
物
を
大
切
に

使
う
と
い
う
観
点
か
ら
の

取
り
組
み
。

4 
. 
地
域
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
の
活

性
化
を
図
る
と
い
う
観
点
。

「
京
都
市
空
き
家
の
活
用
、適
性
管
理
等
に
関
す
る
条
例
」

4
月
1
日
か
ら
ス
タ
ー
ト
。京
都
府
支
部
も
応
援

〝
京
町
家
再
生
〞へ
情
報
を

市
民
、企
業
、行
政
一体
で
推
進

　

京
町
家
再
生
に
関
し
て
今

春
に
朝
日
新
聞
で
連
載
記
事

が
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。〝
京
町

家
〞と
い
う
名
称
は
こ
こ
数
年
、

す
っ
か
り
聞
き
慣
れ
ま
し
た
。

日
管
協
の
京
都
府
支
部
で
も

熱
心
に
取
り
組
む
会
社
が
あ

り
ま
す
。

　

京
都
に
は
古
い
町
家
が
多

く
、こ
の
再
生
が
都
市
の
活
性

に
役
割
を
果
た
す
と
見
ら
れ
、

（
公
財
）京
都
市
景
観・ま
ち
づ

く
り
セ
ン
タ
ー
が
中
心
に
な
り

再
生
へ
の
活
動
を
リ
ー
ド
し
て

い
ま
す
。京
都
府
支
部
や
京
都

府
不
動
産
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

協
会
も
積
極
的
に
参
加
し
事

業
化
に
成
功
し
て
い
ま
す
。

　

今
春
も
再
生
セ
ミ
ナ
ー
と
し

て
、6
月
21
日（
土
）に
は「
大

工
さ
ん
に
聞
く
、町
家
の
キ
ホ

ン
」が
開
か
れ
ま
す
。町
家
の

再
生
は
空
室
問
題
を
解
決
す

る一つ
の
有
効
な
手
段
で
あ
り
、

市
民
、行
政
、企
業
が
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
で
進
め
て
い
ま
す
。

有
効
な
情
報
提
供
か
ら
始
ま

る
同
事
業
。町
家
の
所
有
者
な

ど
、関
心
の
あ
る
人
は
セ
ン
タ
ー

へ
。
0
7
5
＝
3
5
4
＝

8
7
0
1
。ま
た
、日
管
協
京

都
府
支
部
事
務
局
へ
。

京都市が制作した空き家対策の広報

日管きんき〈5〉京都府支部

〒534-0021  大阪市都島区都島本通１丁目４番２０号

大代表 TEL.06-6921-8111 FAX .06-6927-2244
■営業部  ■清掃部  ■メンテナンス部  ■企画開発部

利用者が安心して暮らせるマンション管理

オーナー様が安心して任せられるマンション管理

すべては「ありがとう」の言葉をいただくために。

（平成24年6月現在） （平成24年6月現在）

不動産全般管理・不動産有効活用・建築設計・建物補修・リフォーム

清掃業務・高齢者住宅斡旋・託児への取り組み・農園の取り組み

お問合せは

株式会社 タイセイシュアーサービス



研
修
委
員
長
に

「
オ
フ
ィ
ス
24
」の
藤

堂
高
光
社
長
が
就
任
。

兵庫県支部、組織強化で活性化 研
修
会
充
実
ぶ
り
目
立
つ

組
織
拡
大
へ
成
果
も
着
々

「
和
田
興
産
」の
安
田
正
行
氏

が
委
員
と
し
て
加
わ
り
ま
し

た
。広
報
委
員
会
は「
ハ
ー
ト
リ

ビ
ン
グ
サ
ポ
ー
ト
」の
平
井

英
作
神
戸
支
店
長
を
委
員

長
に
、「
Ａ
Ｉ
Ｕ
保
険
」の
吉

田
武
司
氏
と「
リ
リ
ー
フ
」

の
堀
井
宏
孝
氏
が
委
員
に

就
任
し

ま
し
た
。

５
人

の
メ
ン

バ
ー
は
役
員
会
に
も
出
席
。松

本
支
部
長
、大
谷
拓
洋
相
談
役

ら
に
加
わ
っ
て
意
見
交
換
。越

野
芳
明
事
務
局
長
は「
役
員
会

に
新
鮮
な
視
点
か
ら
の
意
見
が

加
わ
り
、目
に
見
え
て
議
論
が

活
性
化
し
た
」と
話
し
ま
す
。

と
く
に
研
修
会
は
業
務
に

直
結
し
た
内
容
を
求
め
る
意

見
が
出
さ
れ
、講
師
の
人
選
も

多
彩
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、年
３
回
実
施
し

て
い
る
研
修
会
の
内
容
の
充
実

ぶ
り
は
目
を
見
張
る
も
の
が

あ
り
ま
し
た
。昨
年
９
月
17
日

に
開
催
さ
れ
た
25
年
度
第
２

回
研
修
会
で
は
Ｉ
Ｔ
技
術
専

門
家
を
講
師
に
招
き
、フ
ェ
イ

ス
ブ
ッ
ク
の
開
設
方
法
を
伝
授
。

研
修
会
中
に
支
部
の
フ
ェ
イ
ス

ブ
ッ
ク
を
開
設
し
、そ
の
後
も

活
用
し
て
い
ま
す
。

今
年
１
月
21
日
の
第
３
回

研
修
会
は「
デ
ザ
イ
ン
リ
フ
ォ
ー

ム
で
魅
力
ア
ッ
プ
」の
テ
ー
マ
で
、

イ
ン
タ
ー
デ
ザ
イ
ン
社
の
勝
山

憲
氏
が「
外
観
の
良
さ
が
入
居

を
決
め
る
重
要
な
要
素
」と
強

調
。エ
ン
ト
ラ
ン
ス
や
外
部
塗
装

を
お
し
ゃ
れ
に
変
更
す
る「
外

リ
ノ
」の
重
要
さ
を
指
摘
し
、

関
心
を
集
め
ま
し
た
。

昨
年
度
の
研
修
会
の
参
加

者
数
は「
一
昨
年
度
の
５
割
増

し
。実
践
的
で
直
接
役
立
つ
内

容
が
好
評
」と
越
野
事
務
局

長
は
話
し
ま
す
。

広
報
委
員
会
を
中
心
に
進

め
る
組
織
拡
大
は
、新
た
に
２

社
が
加
入
＝
新
会
員
イ
ン
フ
ォ

メ
ー
シ
ョ
ン
参
照
＝
成
果
が
表

れ
つつ
あ
り
ま
す
。

兵庫県支部の幹事会

近
畿
４
県
支
部
は
５
月
か

ら
６
月
に
か
け
て
相
次
い
で
支

部
総
会
を
開
催
。昨
年
度
活

動・会
計
報
告
、平
成
26
年
度

事
業
計
画
、支
部
人
事
、予
算

案
、支
部
規
約
の
改
正
な
ど
が

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

兵
庫
県
支
部
は
５
月
13
日

に
開
催
。総
会
終
了
後
、相
続

支
援
上
級
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
で

も
あ
る

松
本
智

支
部
長

が
講
演
。

資
産
管

理
、
相

続
問
題
に
賃
貸
住
宅
管
理
業

者
が
取
り
組
む
こ
と
の
重
要

さ
を
説
き
ま
し
た
。

和
歌
山
県
支
部
は
20
日
に

開
催
。小
切
康
至
広
報
部
長

が
副
支
部
長
に
就
任
し
ま
し

た
。滋
賀
県
支
部
は
29
日
に
開

催
。中
嶋
敏
雄
副
支
部
長
が

退
任
し
ま
し
た
。

奈
良
県
支
部
は
６
月
10
日

午
後
５
時
か
ら
奈
良
経
済
倶

楽
部
で
開
催
し
ま
す
。

近
畿
４
県
支
部
が
総
会
開
催  

　
新
年
度
方
針
、予
算
案
を
承
認

神
戸
市
は
市
内
の
民
間
賃

貸
住
宅
に
高
齢
者
の
居
住
を

促
進
す
る
た
め
に「
神
戸
賃

貸
住
宅
あ
ん
し
ん
入
居
制

度
」を
創
設
し
ま
し
た
。

市
内
の
民
間
賃
貸
住
宅
は

現
在
18
％
も
の
空
室
を
抱
え

て
い
ま
す
が
、平
成
19
年
の
調

査
で
は
高
齢
者
の
入
居
を
受

け
入
れ
な
い
民
間
賃
貸
住
宅

が
全
体
の
42
％
に
も
及
ん
で

い
ま
す
。

こ
の
ミ
ス
マッ
チ
を
解
消
す

る
の
が
こ
の
新
制
度
の
狙
い
。

賃
貸
住
宅
オ
ー
ナ
ー
や
管
理

会
社
が
高
齢
者
の
入
居
を
断

る
の
は「
室
内
で
の
死
亡
事

故
な
ど
の
不
安
」「
保
証
人
が

い
る
か
不
安
」が
大
き
な
理

由
で
す
。

新
制
度
で
は
民
間
業
者
に

よ
っ
て
①
生
涯
に
わ
た
る
連

帯
保
証
②
残
存
家
具
片
付

け
③
機
械
に
よ
る
安
否
確
認

―
の
三
つ
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
、

貸
主
の
不
安
を
解
消
し
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
サ
ー
ビ
ス
の

費
用
は
入
居
者
の
負
担
で
入

居
時
に
契
約
。連
帯
保
証
は

最
高
18
万
円
、残
存
家
具
の

片
付
け
は
原
則
と
し
て
15
万

円
以
下
。安
否
確
認
は
１
カ

月
４
千
円
以
下
。

同
制
度
を
運
営
す
る「
神

戸
す
ま
い
ま
ち
づ
く
り
公

社
」は
、サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
民
間
業
者
を
選
定
し
て
10

月
か
ら
運
用
を
開
始
し
ま
す
。

支
部
会
員
の
間
か
ら
は

「
サ
ー
ビ
ス
が
全
額
入
居
者

負
担
で
は
高
齢
者
の
入
居
は

難
し
い
」の
声
も
。

　
兵
庫
県
支
部
は
昨
年
度
か
ら
研
修
委
員
会
と
広
報
委
員

会
を
創
設
、
組
織
体
制
を
強
化
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

役
員
会
で
新
鮮
な
感
覚
の
意
見
が
多
く
出
さ
れ
、
研
修
会

の
内
容
が
充
実
、
支
部
活
動
が
活
性
化
し
ま
し
た
。

越野芳明
事務局長

３
月
17
日
、和
歌
山
県
民
文

化
会
館
で
和
歌
山
県
居
住
支

和
歌
山
県
支
部
が
積
極
発
言  

居
住
支
援
協
議
会
の
意
見
交
換
会

援
協
議
会
が
、意
見
交
換
会

を
開
催
。県
関
係
部
局
と
賃

貸
住
宅
関
連
民
間
業
者
団
体

が
障
が
い
者
や
高
齢
者
ら
住

宅
弱
者
に
対
す
る
居
住
支
援

の
在
り
方
や
空
き
家
の
有
効

活
用
な
ど
に
つ
い
て
議
論
し
ま

し
た
。

参
加
し
た
小
切
康
至
支
部

広
報
部
長
は「
高
齢
者
が
認

知
症
を
発
症
し
た
場
合
、生
活

保
護
を
ス
ム
ー
ズ
に
受
け
ら
れ

る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
」な
ど

を
要
望
し
ま
し
た
。

新
会
員
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

㈱
辰
己
ハ
ウ
ス
サ
ー
ビ
ス姫

路

市
の
老

舗
不
動

産
会
社「
赤
鹿
グ
ル
ー
プ
」の
住

宅
管
理
部
門
と
し
て
平
成
５

年
に
創
業
。自
社
開
発
し
た
分

譲
マ
ン
シ
ョン
の
管
理
が
中
心
で

し
た
が
、賃
貸
住
宅
オ
ー
ナ
ー

か
ら「
丸
ご
と
面
倒
を
見
て
」

と
い
う
要
望
が
多
く
な
り
、賃

飛
鳥
土
地
㈱

昭
和
56

年
に
創
業

し
た
姫
路

市
を
地
盤
と
す
る
不
動
産
売

買
、仲
介
業
。最
近
は
賃
貸
住

宅
約
９
０
０
戸
、駐
車
場
１
６

０
０
台
分
、店
舗
な
ど
の
管
理

に
乗
り
出
し
て
い
ま
す
。

小
野
喜
国
社
長
が
福
岡
の

三
好
不
動
産
を
視
察
し
た
際
、

貸
住
宅
管
理
に
も
進
出
。現
在

の
管
理
戸
数
は
８
０
０
戸
余
り
。

吉
江
三
千
男
取
締
役
本
部

長
は「
入
会
は
賃
貸
管
理
の
ノ

ウ
ハ
ウ
を
吸
収
す
る
の
が
最
大

の
動
機
」と
話
し
ま
す
。地
域

に
密
着
、小
回
り
の
き
く
管
理

会
社
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

代
表
者
＝
赤
鹿
保
生
社
長

住
所
＝
兵
庫
県
姫
路
市
辻

井
１
丁
目
１‐23

☎
0
7
9‐2
9
2‐4
0
6
3
㈹

三
好
修
社
長
に
、加
入
を
強
く

勧
め
ら
れ
ま
し
た
。「
賃
貸
住

宅
管
理
は
会
社
の
ベ
ー
ス
に
な

る
事
業
。今
後
も
拡
大
し
て
い

き
た
い
。そ
の
た
め
の
ノ
ウ
ハ
ウ

を
学
ぶ
の
が
最
大
の
入
会
理

由
」と
、小
野
社
長
は
話
し
ま

す
。代

表
者
＝
小
野
喜
国
社
長

住
所
＝
兵
庫
県
姫
路
市
辻

井
５
丁
目
９‐９

☎
0
7
9‐2
9
4‐８
０
９
１

吉江三千男
本部長

小野喜国社長

神
戸
市「
あ
ん
し
ん
入
居
制
度
」

民
間
賃
貸
の
高
齢
者
居
住
促
進

兵庫県支部の総会

日管きんき〈6〉 兵庫県・滋賀県・奈良県・和歌山県支部

                                          

                           

MERIT 1. 保険事務８０％以上の大幅軽減化を実現！(*当社内比較)  ご本業に専念して頂けます ★事務コスト削減利益の獲得 

MERIT 2. 管理会社向け通販システムでコンプライアンス遵守！  

MERIT 3. 地震保険で大震災時の事前クレーム対策！ 3.11東日本大震災に学ぶ、管理会社様の事前クレーム対策として必要です（南海トラフ対策） 

ＡＩＵ損害保険株式会社 西日本地域事業本部 大阪第三支店

大阪市北区天満橋１-８-３０ ＯＡＰﾀﾜｰ３４Ｆ ＴＥＬ.０６-６２４２-６３６０ お問合せ先 ： 服部・吉川・吉田

（公財）日本賃貸住宅管理業協会の会員様専用｢賃貸住宅管理業賠償責任保険｣は日管協様とＡＩＵのオリジナル商品です

  ＡＩＵは管理会社の皆様を強力にサポート致します  

  ■新規契約の通販システム（保険料コンビニ領収システム）
                                  ⇒管理会社様向け通信販売特約付帯の非対面型販売方式 ※対面販売しない管理会社様の対応策

≪不動産管理会社の代理店専用システム≫   ■更改契約の通販システム ★ＡＩＵからご入居者様へ更改キットを直送！更改申込書を省略！

★コンプライアンス対応は万全ですか？    ⇒更改時の保険申込書省略方式で保険事務を大幅に軽減 ※2006年コンビニ払込票の特許取得済

■異動解約サポートセンター            / 
                            ⇒解約時はお客様と弊社サポートセンターが通話料無料ダイヤルで返戻金送金等の直接対応を致します

 〒540-0008 

 大阪市中央区大手前1-6-8  光養ビル9F 

ＴＥＬ 06 - 6949 - 1740 

ＦＡＸ 06 - 6949 - 1741 

http://www.tamai-office.com/

● 大家さん賃貸経営出口戦略 

● 大家さん賃貸事業承継 

● 遺言・相続、借地・借家・古アパ

● 法人設立（株・合同・社福等） 

● 新規独立創業支援 

● 記帳・会計・経営コンサル 

● 宅建・建設・産廃・ 風俗・在留 
 

● 大家団体、業界団体での 

    セミナー、講演、講座企画 
  

 ・・・等、実戦実務広く対応 



独
自
の
手
法
で
高
齢
者
向

け
住
宅
に
挑
戦
し
て
い
る
の
が

日
建
総
合
管
理
室（
滋
賀
県

栗
東
市
）の
中
嶋
敏
雄
社

長
。「
次
代
の
賃
貸
住
宅

は
高
齢
者
用
住
宅
が
主

流
」が
持
論
で
す
。

し
か
し
、サ
ー
ビ
ス
付

き
高
齢
者
向
け
住
宅（
サ

高
住
）は
、医
療
、介
護
系

の
企
業
が
事
業
主
体
に

な
っ
て
い
る
物
件
が
ほ
と

ん
ど
。建
設
に
手
厚
い
補

助
金
が
出
る
も
の
の
、介

護
、医
療
、給
食
な
ど
の

サ
ー
ビ
ス
が
高
い
ハ
ー
ド
ル

に
な
っ
て
不
動
産
系
の
会

社
に
は
手
を
出
し
に
く
い

分
野
で
す
。

中
嶋
社
長
は「
補
助
金
を

も
ら
う
と
規
制
が
多
く
な
っ
て

住
宅
本
来
の
良
さ
が
失
わ
れ

る
」と
、独
自
の
手
法
で
高
齢

者
用
住
宅
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て

い
ま
す
。

同
社
は
こ
れ
ま
で
に
10
棟
の

会

員
各
社
の
動

向

独自手法で高齢者用マンションに挑戦
成功したユニバーサル設計 賃

貸
マ
ン
シ
ョン
を
企
画
、建
設
、

管
理
し
て
い
ま
す
。10
棟
目
に

企
画
し
た「
ル・マ
ノ
ワ
ー
ル
」

（
栗
東
市
綣
一丁
目
、８
階
建
28

戸
）は
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
設
計
を
取

り
入
れ
ま
し
た
。

各
戸
51
㎡
の
居
室
内
は
完

全
な
バ
リ
ア
フ
リ
ー
。外
廊
下

も
車
い
す
が
楽
に
す
れ
違

え
る
幅
。玄
関
ド
ア
も
車

い
す
に
座
っ
た
ま
ま
軽
く

開
け
ら
れ
る
仕
様
で
す
。

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
も
ス
ト
レ
ッ

チ
ャ
ー
が
そ
の
ま
ま
入
る

広
さ
。居
室
と
管
理
人
室

を
直
結
す
る
イ
ン
タ
ー
ホ

ン
も
。近く

の
病
院
と
交
渉

し
、定
期
健
康
診
断
や
往

診
が
で
き
る
態
勢
も
整

え
て
い
く
予
定
で
す
。家

事
援
助
、食
事
サ
ー
ビ
ス
、

在
宅
介
護
の
専
門
業
者

の
紹
介
も
可
能
で
す
。

満
室
が
続
い
て
い
ま
す
が
、

高
齢
者
は
皮
肉
に
も
ゼ
ロ
。医

師
や
大
学
の
先
生
な
ど
の
入

居
が
多
い
の
が
特
徴
で
す
。中

嶋
社
長
は「
高
齢
者
が
住
み
や

す
い
家
は
一
般
の
人
も
快
適
と

い
う
証
明
」と
話
し
て
い
ま
す
。

同
事
業

は
空
き
家

を
適
正
管

理
す
る
た

め
の
相
談
体
制
を
整
え
る
目

的
で「
地
域
に
お
け
る
空
き

家
の
実
態
調
査
」、「
相
談
員

の
研
修
、育
成
」や「
空
き
家

の
売
買
価
格
や
賃
料
」、管

理
代
行
サ
ー
ビ
ス
、解
体
費

な
ど
の
相
談
業
務
に
必
要
な

デ
ー
タ
の
調
査
な
ど
を
行
い

ま
す
。

ま
た
空
き
家
の
オ
ー
ナ
ー

ら
の
相
談
に
応
じ
る
専
門
の

相
談
員
の
人
件
費
の
ほ
か
、

研
修
費
、空
き
家
の
実
態
調

査
を
行
う
調
査
員
を
雇
用

す
る
経
費
、交
通
費
な
ど
を

国
と
地
方
自
治
体
が
補
助
し

ま
す
。

日
管
協
奈
良
県
支
部
は
国
土
交
通
省
が
進
め
る「
空
き
家
管
理

等
基
盤
強
化
推
進
事
業
」の「
空
き
家
相
談
窓
口
」の
開
設
に
事
業

主
体
と
し
て
応
募
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。奈
良
県
の
空
き
家

問
題
の
解
消
に
一
役
買
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

奈
良
支
部
は
応
募
業
者
の

審
査
に
あ
た
る「
一
般
社
団
法

人
住
ま
い
づ
く
り
ま
ち
づ
く

り
セ
ン
タ
ー
」の
審
査
を
通
れ

ば
、「
空
き
家
相
談
窓
口
」を

支
部
長
会
社
で
あ
る
丸
和
不

動
産（
奈
良
市
西
大
寺
）内

に
開
設
。奈
良
市
と
生
駒
市

内
の
空
き
家
の
実
態
調
査
に

乗
り
出
す
予
定
で
す
。

平
成
20
年
の
総
務
省
の
調

査
に
よ
る
と
、
空
き
家
は
全

国
で
７
５
７
万
戸
に
達
し
、

住
宅
全
体
の
13
％
以
上
を
占

め
て
い
ま
す
。

空
き
家
の
増
加
は
倒
壊
、

治
安
の
悪
化
、
火
災
な
ど
の

災
害
の
危
険
や
景
観
の
悪
化
、

周
辺
不
動
産
価
値
の
低
下
な

ど
を
招
き
、
放
置
で
き
な
い

社
会
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

小
西
克
美
支
部
長
は
「
奈

良
県
内
で
も
年
々
空
き
家
が

増
加
し
て
お
り
、
こ
の
事
業

を
通
し
て
空
き
家
を
活
用
し
、

地
域
に
貢
献
し
、
会
員
企
業

の
仕
事
に
繋
げ
て
い
き
た

い
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

兵
庫
県
支
部
会
員
の
ハ
ウ

ス
プ
ロ
メ
イ
ン
は
空
き
家
管
理

事
業「
る
す
た
く
管
理
」を

立
ち
上
げ
ま
し
た
。

転
勤
や
長
期
出
張
な
ど
で

自
宅
を
空
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
く
な
っ
た
時
に
、持
ち
主
に

代
っ
て
通
気
換
気
、通
水
、清

掃
、雨
漏
り
チ
ェッ
ク
、ポ
ス
ト

の
整
理
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
し
ま
す
。

毎
月
１
回
か
ら
３
回
ま
で

の
巡
回
で
、毎
月
１
回
、報
告

を
写
真
付
き
で
郵
送
し
ま
す
。

料
金
は
毎
月
１
回
プ
ラ
ン
で

戸
建
て
が
９
千
円
、マ
ン
シ
ョ
ン

中嶋敏雄社長

十
人
の
定
員
が
募
集
開
始
か

ら
わ
ず
か
30
分
で
定
員
に
達

し
た
ほ
か
、
大
阪
、
名
古
屋
、

福
岡
、
高
松
会
場
で
も
1
週

間
で
30
人
の
定
員
を
超
え
、

募
集
を
締
め
切
り
ま
し

た
。相

続
税
の
控
除
額
の

引
き
下
げ
な
ど
相
続
対

策
の
重
要
性
が
業
界
内

に
浸
透
し
て
き
た
こ
と

の
表
れ
。
賃
貸
住
宅
管

理
業
が
、
総
合
的
な
資

産
管
理
業
に
飛
躍
す
る

た
め
の
準
備
が
進
ん
で

い
る
と
い
え
そ
う
で
す
。

大
阪
で
の
講
習
は
一

室内は完全なバリアフリー

ル・マノワール 車いすがすれ違える

㈲
日
建
総
合
管
理
室

奈
良
県
支
部
が
空
き
家
対
策
に
一
役

「
相
談
窓
口
」
開
設
に
応
募

小西支部長

奈良市内も年々空き家が増えている

ハ
ウ
ス
プ
ロ
メ
イ
ン
が
空
き
家
管
理
業

が
７
千
円
。

同
社
で
は「
ト
ー
タ
ル
な
資

産
管
理
に
繋
が
る
オ
ー
ナ
ー

と
の
お
付
き
合
い
の
入
口
に

し
た
い
」と
話
し
て
い
ま
す
。

大人気の相続支援コンサルタント講習
会場増も定員オーバー続出

般
、
上
級
と
も
に
昨
年
度
と

同
じ
「
あ
い
お
い
ニ
ッ
セ
イ

同
和
損
保
」
（
フ
ェ
ニ
ッ
ク

ス
タ
ワ
ー
９
階
）
で
開
催
し

ま
す
（
日
程
は
別
表
参
照
）
。

上
級
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
講

習
の
問
い
合
わ
せ
は
日
管
協

本
部
事
務
局
（
F
A
X
0
3

‐
6
2
6
5
‐
1
5
5
6
）
へ
。

今
年
度
の
相

続
支
援
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
一
般

講
習
は
昨
年
度

の
全
国
６
カ
所

に
札
幌
、
名
古

屋
、
高
松
を
加

え
た
計
９
カ
所

で
開
講
。
ま
た
、

上
級
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
講
習
は

昨
年
度
の
東
京
、

大
阪
、
福
岡
に

加
え
て
仙
台
で

も
開
講
し
ま
す
。

東
京
会
場
の

一
般
講
習
は
七

相続支援コンサルタント一般講習（大阪会場）日程
講座 日程 備考
第１講 9月12日
第２講 10月17日
第３講 11月7日
第４講 12月18日 終了後忘年会
第５講 12月19日 10時30分開始
第６講 1月16日
第７講 ２月13日
第８講 4月17日
試験 5月15日

講義は第5講座を除いて14時～18時

相続支援上級コンサルタント講座（大阪会場）日程
講座 日程 備考
第１講 ９月５日
第２講 10月21日
第３講 11月18日
第４講 12月16日
第５講 １月20日
第６講 ２月10日
第７講 ４月９日

修了プレゼン 未定 ５月上旬～中旬
☆上級講座の日程は変更の可能性あり

空
き
家
管
理
基
盤

強
化
推
進
事
業
　

日管きんき〈7〉兵庫県・滋賀県・奈良県・和歌山県支部

（公財）日管協  預り金保証制度（334社加入※）は、
賃貸住宅管理の健全経営をサポートします。

日管協 預り金保証制度 加入会社一覧表（近畿）

滋賀

京都

大阪

大阪

兵庫

和歌山

（株）エルアイシー
（株）レック
（株）京都住宅センター学生住宅
京都パナホーム（株）
（株）京都ライフ
共同管理（株）
（株）建都
（株）長栄
ディランド山京リース（株）
（株）フラットエージェンシー
（株）都ハウジング
（株）アズ・スタット
アパルトマン（株）
（株）エステートトーワ
大阪セキスイハイム不動産（株）
（株）関西建設
近畿ハウジング（株）
（株）サンプロシード
（株）住宅サービス

（株）すまいる管理
生和不動産保証（株）
積和不動産関西（株）
（株）タイセイシュアーサービス
（株）宅都
（有）トラスティーサービス
（株）トラストエージェント
平山住研（株）
（株）ベストホーム
（株）マツヤマスマイルホーム
（株）三島コーポレーション
ユニヴ・ライフ（株）
（株）レンタックス
セーヨー産業（株）
（株）ハウスプロメイン
（株）マルサライフサービス
（株）ホームズ
レンタルハウス（株）

管理業者登録制度開始！ 賃貸住宅管理業者はさらに財務の健全性が求められる時代に突入します！

預り金保証制度加入時のみならず、毎年第三者機関である
保証制度審査会が決算書等を厳しく審査するため、
当制度に加入していることは管理会社の
「経営の健全性」を判断する指標となります。

（公財）日管協 預り金保証制度は、オーナーの皆様の賃貸住宅を管理する管理会社が加入する制度です。

アパート・マンションの

オーナーの
皆様へ

国土交通省「賃貸住宅管理業者登録制度」における敷金の保管に関し、「預り金保証制度」に加入する方法等が、指針の一つとして示されています。

〒104-0028 東京都中央区八重洲2-1-5 東京駅前ビル8階    TEL 03-6265-1555    FAX 03-6265-1556    http://www.jpm.jp/    E-mail  info@jpm.jp

※平成25年10月1日現在

本制度は
国の補助事業

です



日管協 近畿ブロック６支部の事務局
●大阪府支部〈地下鉄肥後橋駅下車歩10分〉
　〒550-0002
　大阪市西区江戸掘 2丁目 1番 1号 江戸堀センタービル
　セーフティジャパン・リスクマネジメント㈱内
　TEL.06-6225-9055　FAX.06-6225-9056
●京都府支部〈烏丸通沿いのビジネス街〉
　〒604-8162
　京都市中京区烏丸通六角下る七観音町 637
　インターワンプレイス烏丸 2階
　TEL.075-211-4774　FAX.075-251-1144
　E-mail.kyoto@jpm.jp
　「相続・相談コーナー」も同フロアに。
●兵庫県支部〈阪急、阪神、JR三宮駅から歩10分〉
　〒651-0093
　神戸市中央区二宮町 1丁目 2番 3号 マスダビル 5F
　（ハウスプロメイン内）
　TEL.078-222-0837　FAX.078-242-6656
　E-mail.koshino@hpm.co.jp
●滋賀県支部〈JR瀬田駅から歩8分〉
　〒520-2144
　滋賀県大津市大萱 1丁目 4-15 LIC ビル 3F 
　TEL.077-543-2868　FAX.077-543-3968
　E-mail.soumu@g-lic.co.jp
●奈良県支部〈近鉄西大寺駅歩すぐ〉
　〒631-0816
　奈良市西大寺本町 1番 6号（丸和不動産内）
　TEL.0742-36-0001　FAX.0742-36-0055
　E-mail.chintai@apaman.ne.jp
●和歌山県支部〈JR 和歌山駅より車約10 分〉
　〒640-8390
　和歌山市有本 827-6（レンタルハウス内）
　TEL.073-424-1111　FAX.073-426-1081
　E-mail.rh-info@rentalhouse.co.jp

　
「
費
用
対
効
果
」関
西
人

が
よ
く
使
う
言
葉
で
す
。

「
入
会
金
が
高
い
割
り
に
得

す
る
こ
と
が
な
い
」こ
れ
も

ま
た
会
員
勧
誘
時
に
よ
く

聞
か
さ
れ
ま
す
。し
か
し
、

即
効
性
よ
り
将
来
を
じ
っ
く

り
見
て
と
い
う
考
え
も
あ
り

ま
す
。や
が
て
管
理
業
界
に

も
頭
上
に「
管
理
業
法
」と

い
う
法
律
が
乗
っ
か
って
き
ま

す
。王
道
を
歩
も
う
と
す
る

管
理
会
社
と
し
て
は
社
会
で

き
っ
ち
り
認
知
さ
れ
る
の
に

こ
の
会
費
は
そ
ん
な
に
高
い

も
の
と
は
思
え
ま
せ
ん
が
果

た
し
て
│
。（
広
報
委
員
会
）

日
管
協
ニ
ュ
ー
ス

●
11
月
16
日
全
国
で
実
施

賃
貸
不
動
産
経
営
管
理
士
試
験

　

平
成
26
年
度
の
賃
貸
不
動
産
経

営
管
理
士
試
験
が
11
月
16
日（
日
）

に
全
国
11
か
所
で
行
わ
れ
ま
す
。こ

れ
に
ち
な
ん
だ
講
習
が
6
月
末
か

ら
9
月
に
か
け
て
全
都
市
で
開
催

の
予
定
で
す
。

　

主
催
は一般
社
団
法
人
賃
貸
不
動

産
経
営
管
理
士
協
議
会
で
日
管
協

を
は
じ
め
全
宅
連
、全
日
な
ど
の
団

体
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。公
式
テ

ス
ト
を
使
用
し
た
2
日
間
の
講
習
は

日
管
協
と
協
議
会
の
主
催
で
各
地

で
実
施
。賃
貸
管
理
業
務
に
必
要
な

専
門
知
識
を
得
る
た
め
の
試
験
で

講
習
修
了
者
は
全
国
統一試
験
時
に

優
遇
処
置
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

●
新
事
務
局
長
に
吉
田
光
一氏

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
新
年
度
か
ら

　

日
管
協
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
は
新
年
度

よ
り
事
務
局
長
に
吉
田
光
一
氏（
フ

ラ
ッ
ト
エ
ー
ジェン
シ
ー
社
長
）が
就
任

し
ま
す
。な
お
、岡
本
秀
巳
事
務
局
長

は
本
部
理
事
の
役
目
を
続
行
し
ま
す
。

日管協 メモ
入会について
会員数　1,190社（平成26年4月現在）、
管理戸数　約500万戸
近畿ブロックは198社
全国14ブロック・全国47都道府県支部（北海道、東北、北
関東、東関東、東京、甲信、神奈川、東海、北陸、近畿、中
国、四国、九州、沖縄）

入会金は15万円。別途会費、支部会費が必要。
入会申込から会員登録まで
・  申込書類　①申込書②法人登記簿謄本③会社案内な
ど④支店・営業所一覧⑤使用の契約書（管理委託契約
書等）
・  送付先　所属する支部事務局（左表）。支部長の推薦
を得た後、ブロック経由本部事務局へ送付。
・ 承認・入会　会長の承認を得て会員へ。

● 入会の問い合せは左表各支部事務局へ。

Kinki block Information日管協 近畿ブロック6支部・2014年前半の活動予定
和歌山県支部奈良県支部滋賀県支部兵庫県支部京都府支部大阪府支部

第２回賃貸住宅管理業務・成果
発表大会応募締切り（22日）。
以下「成果発表大会」に。
ベンチマーク委員会（定例会）

●

●

第2回賃貸住宅管理業務・成果
発表大会応募締切り（22日）。
支部内各委員会、部会活動
「よろず住宅相談」実施

●

●
●

第2回賃貸住宅管理業務・成果
発表大会応募締切り（22日）。
11日（金）第２回研修会
市・県などと交流

●

●
●

第2回賃貸住宅管理業務・成果
発表大会応募締切り（22日）。
支部各委員会活動

●

●

第2回賃貸住宅管理業務・成果
発表大会応募締切り（22日）。
支部活動（新入会員増加な
ど）

●

●

第2回賃貸住宅管理業務・成果
発表大会応募締切り（22日）。
支部活動（入会促進・和歌山県などと居住支援
協議会の活性活動へ向けて情報交換）

●

●

〝成果発表大会〞支部予選会
支部内各委員会活動
●
●

〝成果発表大会〞代表決定
相続支援コンサルタント講習
26日（金）近畿ブロック幹事会
（滋賀）

●
●
●

9日（木）10日（金）「オーナーセミ
ナー」開催。（インテックス大阪）
相続支援コンサルタント講習

●

●

7
月

8
月

9
月

10
月

〝成果発表大会〞支部予選会
「よろず住宅相談」実施
「オーナーセミナー」の準備期間

●
●
●

〝成果発表大会〞支部予選会、
大阪府支部と共同開催
オーナーセミナーの企画推進

●

●

〝成果発表大会〞支部予選会
「オーナーセミナー」の企画など
委員会活動
26日（火）定例会

●
●

●

〝成果発表大会〞支部予選会
会員拡大活動
オーナーセミナーの企画推進

●
●
●

〝成果発表大会〞支部予選会
会員拡大へ他組織と情報交
換

●
●

〝成果発表大会〞代表決定
各行政機関との協力活動
26日（金）近畿ブロック幹事会（滋賀）
「よろず住宅相談」実施

●
●
●
●

〝成果発表大会〞代表決定
委員会活動
26日（金）近畿ブロック幹事会
参加（滋賀）

●
●
●

〝成果発表大会〞代表決定
26日（金）近畿ブロック幹事会
主管
27日（土）定例会

●
●

●

〝成果発表大会〞代表決定
26日（金）近畿ブロック幹事会
参加（滋賀）

●
●

〝成果発表大会〞代表決定
26日（金）近畿ブロック幹事会
参加（滋賀）

●
●

25日（土）「オーナーセミナー」開
催。（京都商工会議所）
「よろず住宅相談」実施

●

●

18日（土）「オーナーセミナー」開
催。（神戸国際会館）
● 25日（土）「オーナーセミナー」開

催。（草津市まちづくりセンター）
● 26日（日）「オーナーセミナー」開

催。（ホテル日航奈良）
● 18日（土）「オーナーセミナー」開

催。（和歌山ビッグ愛）
●

 日管協のお知らせコーナー 

「預り金保証制度」とは
全国330社が加入しています
　基本は国の補助事業。現在、日管協会員の330社が加
入しています。近畿ブロックの会員では40社近くになります。
　同制度は安心して賃貸住宅経営を任せられる企業とし
ての目安ともなり、登録制度と歩調を合わせ、参加促進中
です。制度の本質は管理会社が倒産し、集金済みの家賃
等の預り金をオーナーに引き渡せなかった時に協会が倒
産した管理会社に代わって家賃等を引き渡す制度です。
つまり、賃貸住宅管理の健全経営をサポートするもので、
同制度加入時だけでなく、毎年第三者機関である保証制
度審査会が決算書等を厳しく審査するため、同制度に加
入していることは管理会社の「経営の健全性」を判断する
1指標です。東京で開催される26年度会員総会時に同制
度の健全経営への表彰が行われます。

ニ
ュ
ー
ス
ト
レ
ン
ド

岡
本
秀
巳
氏
、惜
し
ま
れ
退
任
へ

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク 

事
務
局
長

　

6
月
6

日
の
日
管

協
定
時
評

議
委
員
会

を
も
って
役
員
が一斉
に
交
代
し

ま
す
。日
管
協
近
畿
ブ
ロッ
ク
の

事
務
局
長
が
そ
の
役
を
終
え
、

今
後
は
本
部
の
理
事（
総
務
委

員
会
担
当
）並
び
に
近
畿
ブ
ロッ

ク
と
京
都
府
支
部
の
幹
事
と
し

て
そ
の
役
目
を
続
行
し
ま
す
。

　

同
氏
は
組
織
の
活
性
化
に

献
身
し
、近
畿
ブ
ロッ
ク
の
運
営

の
基
礎
づ
く
り
を
行
い
、公
益

財
団
法
人
と
し
て
再
出
発
し

た
日
管
協
京
都
府
支
部
の
活

性
に
努
力
。長
田
修
近
畿
ブ

ロ
ッ
ク
長
か
ら
も
厚
い
信
頼
を

得
て
い
ま
し
た
。不
動
産
業
界

に
お
け
る
人
脈
の
広
さ
、ま
た
、

そ
の
博
識
ぶ
り
に
は
定
評
が

あ
り
、組
織
の
運
営
で
貴
重
な

存
在
で
し
た
。

　

行
動
力
と
積
極
性
が
目
立
つ

事
務
局
長
で
、今
後
も
業
界
内

で
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

岡本秀巳
事務局長

日管きんき〈8〉 近畿ブロック６支部

会員 入会金 年会費 補足

プレミア会員 100,000円 48,000円

本会の取扱商品を積極的に導入していた

だける方

（株式会社全管協共済会代理店として「入

居者総合安心保険プラス」の取り扱いが

必要です）

ナビ会員 140,000円 144,000円
全管協が推奨する賃貸管理ビジネスナビ

掲載商品を積極的に導入して頂ける方

パートナー会員 100,000円 360,000円 事前に登録商品の審査・承認が必要

［ 入会案内 ］

全国賃貸管理ビジネス協会の活動は、支部活動、新事業新商品開発、少額短期保険の促進を中心

に、賃貸ビジネスの発展を目指す関連団体との協力体制によって構成されています。
会員数 1,353社

※その他詳細はお問い合わせください。※ナビ会員、パートナー会員は別途消費税がかかります。

◆日本最大の少額短期保険会社を活用
全管協にご入会いただくことで、㈱全管協共済会の家財保険のお取り扱いが可能となります。

㈱全管協共済会は、少額短期保険としては日本最大のグループ保有件数（100万件）を誇ります。

お勧めしやすい
シンプルな商品高い代理店手数料

1K、2LDK等の、間取りにより定型の３コースを選択最高50％の手数料

事務効率を支援するWEB型
代理店システム

計上業務や事故受付等をペーパーレス化

賃貸管理業界の一歩先を行く

日本最大のネットワークを活かし、

地域社会への貢献と会員の発展を支援します

素早い事故対応
専任担当者が
業務サポート

賃貸住宅専門のプロの
事故対応者が対応

契約更新業務は申込書不要！
多様な保険料の払込方法

満期案内を会社が直送。お客様の保険料
払い込みにより契約成立。

代理店業務に精通した専任
アドバイザーが訪問ご支援

全国賃貸管理ビジネス協会関西支部 〒533-0013 大阪市東淀川区豊里2-25-8 TEL:06-6326-3988


